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文化財の総合 握
慰

文化財は，過去から末来に向けて受け継がれるべき貴重な国民的財産で百。これまで

も，文化財は，多くの方々の努力によりその保護（保存と活用）が国ら机てきました。

ところで，文化財は，一つひとつが独立して存在しているわけではありません。人々の

営みと関連し，周囲の環境とかかわり合っていまび。また，さまざまな文化財が相互に関

係していることもあります。こうしたことから 平成 l9年lO月の「文化審饒会文化財分

科会企画胴査会報告書」では文化財を総合的に把握することが提言されました。今月号

ではこの「文化財の総合的把握」を特集します。

沢名i氾速文化附符の捐成文化財は、それぞれのテーマに沿ってまとめた投定例です。
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こ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、
平
成
一
九
年
一

0
月

の
「
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
企
面
調
査
会
報
告

書
」
（
企
画
鯛
査
会
長
二
石
森
秀
三
北
海
道
大
学
大

学
院
教
授
）
（
全
文
を
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
以
下
「
報
告
書
」
と
い
い
ま

す
）
で
提
言
さ
れ
た
の
が
、
市
町
村
に
よ
る
「
屈
史

文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
で
す
C

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
と
は
、
報
告
書
で
は
、

「
地
域
の
文
化
財
を
そ
の
周
辺
環
境
も
含
め
総
合
的

に
保
存
・
活
用
し
て
い
く
た
め
の
基
本
構
想
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
~

文
化
財
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
環
境
も
含
め

た
構
想
と
な
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護

施
策
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
が
体
系
的
に
位

置
付
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
に
基
づ
く
取
組
は
、
文
化
財
を

核
と
し
て
、
地
域
全
体
を
歴
史
。
文
化
の
観
点
か
ら

と
ら
え
、
各
種
施
策
を
統
合
し
て
魅
力
的
な
地
域
づ

く
り
を
行
う
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
市
町
村
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
（
文
化
財
保

護
郡
局
）
と
ま
ち
づ
く
り
担
当
部
局
が
連
携
協
力

し
、
地
域
住
民
や
N
P
O
法
人
、
企
業
等
の
参
加
を

得
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
が
策
定
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
文
化
財
の
保
護
に
と
っ
て
も
、
地
域
住
民

市
町
村
に
よ
る

の
策
定

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る

う
え
で
不
可
叉
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
文

化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
「
貴
重
な
国
民
的
財

産
」
（
文
化
財
保
談
法
四
条
二
項
）
で
す
。

文
化
財
は
、
こ
れ
ま
で
も
長
い
歴
史
の
中
で
た
＜

さ
ん
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
二
五
年
に
は
文
化
財
保
設
法
が
制
定

さ
れ
、
重
要
な
も
の
を
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
が

指
定
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
保
護
（
保
存
お

よ
び
活
用
）
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埋
蔵
文

化
財
や
文
化
財
の
保
存
技
術
に
つ
い
て
も
、
保
護
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
文
化
財
に
は
、
そ
れ
が
置
か
れ
た
環

境
の
中
で
、
入
々
の
営
為
と
か
か
わ
り
な
が
ら
伝
統

的
な
意
義
や
価
値
を
形
成
し
て
き
て
お
り
、
相
互
に

有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま

「
文
化
財
の
総
合
的
把
握
」
と
は

，
 

I
 一
化
財

す
。
ま
た
、
文
化
財
を
社
会
全
体
で
継
承
し
て
い
く

た
め
に
は
、
魅
力
的
な
か
た
ち
で
わ
か
り
や
す
く
そ

の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
ら
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
文

化
財
保
護
の
取
組
に
お
い
て
は
、
文
化
財
を
個
々
に

き
ち
ん
と
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
地
域

の
屁
史
や
文
化
を
背
景
と
し
、
一
定
の
テ
ー
マ
の
下

に
、
周
辺
の
環
境
ま
で
含
め
て
文
化
財
を
総
合
的
に

と
ら
え
（
文
化
財
の
総
合
的
把
握
）
、
新
た
な
価
値

を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
適
切
に
保
存
，
活
用
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
市
町
村
合
併
を
受
け
た
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
の
策
定
や
、
景
観
法
に
基
づ
く
景

観
保
全
の
取
組
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
核
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
文
化
財
や
歴
史
、
伝
統
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
魅
力
の
増
大
と
活
力
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
、
一
貫
し
た
取
組
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
で
定
め
る
内
容
は
、
各

市
町
村
の
状
況
等
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
報
告
書
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
項

を
盛
り
込
む
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

関

連

文

化

財

群

」

＇

，

地
域
に
存
在
す
る
有
形
＇
縣
形
の
文
化
財
を
、
歴

史
的
関
連
性
や
地
域
的
関
連
性
等
に
基
づ
い
て
、

「
相
互
に
関
連
性
の
あ
る
一
定
の
ま
と
ま
り
」
（
関
連

文
化
財
群
）
と
し
て
と
ら
え
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
語
る
重
要
な
資
産
と
し
て
、
総
合
的
に
保
存
＇
活

'
用
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
で
、
関
連
す
る
複
数
の
文
化

財
を
総
合
的
に
把
握
す
る
仕
組
み
と
言
え
ま
す
。

「
歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域
」

右
の
「
関
連
文
化
財
群
」
や
個
々
の
文
化
財
と
一

体
と
な
っ
て
価
値
を
な
す
周
辺
の
環
境
を
、
そ
れ
ら

を
核
と
し
て
文
化
的
な
空
間
を
創
出
す
る
た
め
の
計

画
区
域
（
歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域
）
と
し
て
位
置

付
け
る
も
の
で
す
。
こ
の
区
域
に
お
い
て
は
、
文
化

財
の
保
存
一
活
用
を
図
り
つ
つ
、
文
化
財
を
核
と
し

た
文
化
的
な
環
境
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
に
立

ち
、
都
市
計
画
法
や
景
観
法
な
ど
に
基
づ
く
制
度
を

活
用
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

総
合

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
で
定
め
る
内
容

各
市
町
村
に
お
い
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を

策
定
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
広
く
地
域
に
潜
在
し

て
い
る
文
化
財
を
見
つ
け
出
す
た
め
の
調
査
を
行

い
、
各
地
域
に
受
け
継
が
れ
た
歴
史
を
検
証
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
自
然
的
環
境
を
含
め
、
文

化
財
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
と

ら
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
地
域
住
民
や

N
P
O
法
入
、
企
業
な
ど
民

間
団
体
の
声
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
地
域
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
公
聴
会
や
説
明

会
の
実
施
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
等
に
よ
り
情
報

公
開
や
意
見
聴
取
を
行
い
、
積
極
的
に
策
定
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
市
町
村
に
お
い
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
が

策
定
さ
れ
、
文
化
財
の
よ
り
よ
い
保
存
・
活
用
と
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
魅
力
的
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
よ
う
、
文
化
庁

と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

報
告
書
の
詳
細
は
左
記
に
掲
職
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
に
向
け
て
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文化財の総合的把握の取組

匿

，
 

」
に
つ
い
て

「文化審艤会文化財分科会企画調査会報告香」（平成 19年 10月）の提言

l提言市町村に竺巴「歴史文化基本構想」の策定I

l 「歴史文化基本構想」 1 
，地域の文化財をその周辺環境も含め総合的 I
iに保存・活用してい］ための基本構想 I 

I 直連文化財群」
I 
有形・無形指定・未指定を関わず，文

化財を相互に関連性のある一定のまとま

りとしてとらえる

｛文化財と一体となって価f直をなす周

環痰を文化的な空間を創出するため

両区域として位置付ける

1 3 }応文化庁月報 2008.9 2008.9 文化庁月報迄・ 12 



II文化庁提言 [I

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る

う
え
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
文

化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
「
貴
重
な
国
民
的
財

産
l

（
文
化
財
保
護
法
四
条
二
項
）
で
す
。

文
化
財
は
、
こ
れ
ま
で
も
長
い
歴
史
の
中
で
た
＜

さ
ん
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
二
五
年
に
は
文
化
財
保
護
法
が
制
定

さ
れ
、
誼
要
な
も
の
を
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
が

指
定
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
保
護
（
保
存
お

よ
び
活
用
）
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埋
蔵
文

化
財
や
文
化
財
の
保
存
技
術
に
つ
い
て
も
、
保
設
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
文
化
財
に
は
、
そ
れ
が
置
か
れ
た
環

境
の
中
で
、
人
々
の
営
為
と
か
か
わ
り
な
が
ら
伝
統

的
な
意
義
や
価
値
を
形
成
し
て
き
て
お
り
、
相
互
に

有
様
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま

忍
恣
奇
ぷ
熔
唸
燐
苫
彗
訃
屠
闊
笥
謎
刈
乳
c
i
嘉
も
名
）
§
崎
翌
、
灰
砂
と
慰
唸
討
符
羞
．
吋
没
習
滋
賢
＼
・
沼
洛
噂
堪
凶
＼
＇
ぷ
忍
忍
ぷ
碍
べ
笞
忍
翌
寇
虜
祖
さ
凶

3

忍
唱
祖
灯
召
ふ
奇
紅
討
悶
滸
．
た
器
を
含
：
魯
苓
心
尋
費
で
養

c
t
i
唸
｛
箋
沿
心
翁
村
翠
塁
＂
，
り
沼
吋
悶

a
・
ぷ
存
g
q
,
9
,
"

沿
討
腐
勺
や
酋
袋
叶
見
罰
箔
付
森
§
翡
り
＼
悶
忍
匂
烈
，
J
~
員
忍
心

こ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、
平
成
一
九
年
一

0
月

の
「
文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
企
画
調
査
会
報
告

書
」
（
企
画
調
査
会
長
二
位
森
秀
―
―
―
北
海
道
大
学
大

学
院
教
授
）
（
全
文
を
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
以
下
「
報
告
書
」
と
い
い
ま

す
）
で
提
言
さ
れ
た
の
が
、
市
町
村
に
よ
る
「
歴
史

文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
で
す
。

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
と
は
、
報
告
書
で
は
、

「
地
域
の
文
化
財
を
そ
の
周
辺
環
境
も
含
め
総
合
的

に
保
存
・
活
用
し
て
い
く
た
め
の
基
本
構
想
」
と
定

義

さ

れ

て

い

ま

す

。

．

文
化
財
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
環
境
も
含
め

た
構
想
と
な
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護

施
策
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
が
体
系
的
に
位

置
付
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
に
基
づ
く
取
組
は
、
文
化
財
を

核
と
し
て
、
地
域
全
体
を
歴
史
・
文
化
の
観
点
か
ら

と
ら
え
、
各
種
施
策
を
統
合
し
て
魅
力
的
な
地
域
づ

く
り
を
行
う
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
市
町
村
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
（
文
化
財
保

設
部
局
）
と
ま
ち
づ
く
り
担
当
部
局
が
連
携
協
力

し
、
地
域
住
民
や
N
P
O
法
人
、
企
業
等
の
参
加
を

得
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
が
策
定
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
文
化
財
の
保
護
に
と
っ
て
も
、
地
域
住
民

市
町
村
に
よ
る
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

の
策
定

「
文
化
財
の
総
合
的
把
握
」
と
は

一
化

の

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
で
定
め
る
内
容
は
、
各

市
町
村
の
状
況
等
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
報
告
書
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
項

を
盛
り
込
む
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

関

連

文

化

財

群

」

．

地
域
に
存
在
す
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
、
歴

史
的
関
連
性
や
地
域
的
関
連
性
等
に
基
づ
い
て
、

「
相
互
に
関
連
性
の
あ
る
一
定
の
ま
と
ま
り
」
（
関
連

文
化
財
群
）
と
し
て
と
ら
え
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
語
る
重
要
な
資
産
と
し
て
、
総
合
的
に
保
存
・
活

．
用
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
で
、
関
連
す
る
複
数
の
文
化

財
を
総
合
的
に
把
握
す
る
仕
組
み
と
言
え
ま
す
。

「

歴

史

文

化

保

存

活

用

区

域

」

＇

右
の
「
関
連
文
化
財
群
」
や
個
々
の
文
化
財
と
一

体
と
な
っ
て
価
値
を
な
す
周
辺
の
環
境
を
、
そ
れ
ら

を
核
と
し
て
文
化
的
な
空
間
を
創
出
す
る
た
め
の
計

画
区
域
（
歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域
）
と
し
て
位
置

付
け
る
も
の
で
す
。
こ
の
区
域
に
お
い
て
は
、
文
化

財
の
保
存
・
活
用
を
図
り
つ
つ
、
文
化
財
を
核
と
し

た
文
化
的
な
環
境
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
に
立

ち
、
都
市
計
画
法
や
景
観
法
な
ど
に
基
づ
く
制
度
を

活
用
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

合
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
で
定
め
る
内
容

す
。
ま
た
、
文
化
財
を
社
会
全
体
で
継
承
し
て
い
く

た
め
に
は
、
魅
力
的
な
か
た
ち
で
わ
か
り
や
す
く
そ

の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
文

化
財
保
護
の
取
組
に
お
い
て
は
、
文
化
財
を
個
々
に

き
ち
ん
と
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
を
背
景
と
し
、
一
定
の
テ
ー
マ
の
下

に
、
周
辺
の
環
境
ま
で
含
め
て
文
化
財
を
総
合
的
に

と
ら
え
（
文
化
財
の
総
合
的
把
握
）
、
新
た
な
価
値

を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
適
切
に
保
存
・
活
用
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
市
町
村
合
併
を
受
け
た
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
の
策
定
や
、
景
観
法
に
基
づ
く
景

観
保
全
の
取
組
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
‘
A

テ
ィ
の
核
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
文
化
財
や
歴
史
、
伝
統
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
魅
力
の
増
大
と
活
力
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
、
一
貫
し
た
取
組
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

把

各
市
町
村
に
お
い
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を

策
定
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
広
く
地
域
に
潜
在
し

て
い
る
文
化
財
を
見
つ
け
出
す
た
め
の
訓
査
を
行

い
、
各
地
域
に
受
け
継
が
れ
た
歴
史
を
検
証
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
自
然
的
環
境
を
含
め
、
文

化
財
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
と

ら
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
地
域
住
民
や
N
P
O
法
入
、
企
業
な
ど
民

間
団
体
の
声
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
地
域
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
公
聴
会
や
説
明

会
の
実
施
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
等
に
よ
り
情
戟

公
開
や
意
見
聴
取
を
行
い
、
積
極
的
に
策
定
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
市
町
村
に
お
い
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
が

策
定
さ
れ
、
文
化
財
の
よ
り
よ
い
保
存
・
活
用
と
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
魅
力
的
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
よ
う
、
文
化
庁

と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

報
告
書
の
詳
細
は
左
記
に
掲
戯
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
a
.
g
o
.
j
p
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u
n
k
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s
h
 
I
 

n

g
1
 
k
a
 1/
 

k
1
k
a
k
u
/
h
o
u
k
o
k
u
s
h
o
/i
n
d
e

x.h
tm
l

 

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
に
向
け
て

文化財の総合的把握の取結

」
に
つ
い
て

「文化審餓会文化財分科会企酉訓査会報告嘗」（平成 19年 10月）の提言

［提言市町村による「歴史文化基本構想」五三

「歴史文化基本構想」
地域の文化財をその周辺環培も含め総合的

に保存・活用していくための基本棉想

j 

I 1化財群」 I 

I有形，撰形指定。未指定を問わず，文 I

ロロ言：且のあーる□□□
7 

「歴史文化保存活用区域」--]

文化財と一体となって価値をなす周辺の！

獨境を文化的な空間を創出するための計

面区妓として位置付ける
、J

文
化
財
部
伝
統
文
化
課
長

有
松
育
子
一
一
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失
わ
れ
ゆ
く
文
化
遺
産

し
て
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
行
う
わ
け
で
す
。

国
家
的
課
題
と
し
て
の
地
域
再
生

［
 

I
 

:
 

文
化
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

文
化
財
保
護
と
ま
ち
づ
く
り

｀
 

i
 

＾
学
院
教
授

石
森
秀
三

_
L
 

二
0
0
五
年
―
二
月
に
経
済
産
業
省
は
「
二

0
1
――

0
年
に
お
け
る
地
域
経
済
規
模
予
測
」
を
公
表
し
ま

し
た
。
そ
の
予
測
に
よ
る
と
、
二

0
三
0
年
頃
に
大

都
市
圏
と
一
部
の
特
別
な
地
域
を
除
い
て
、
日
本
の

多
く
の
地
域
で
経
済
規
模
の
大
幅
な
縮
小
が
生
じ
る

と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
現
実
化
す

る
中
で
、
日
本
の
各
地
域
で
経
済
的
な
衰
退
が
顕
著

に
生
じ
る
わ
け
で
す
。

現
在
の
日
本
で
は
す
で
に
「
地
域
再
生
」
が
国
家

的
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
政
府
は
二

0
0
三
年
に

「
地
域
再
生
本
部
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
二

0

0
五
年
に
は
「
地
域
再
生
法
」
を
制
定
し
て
い
ま

す
。
政
府
は
す
で
に
地
域
主
導
に
よ
る
各
種
の
地
域

再
生
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
の
「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で

は
日
本
の
国
や
固
民
に
つ
い
て
誇
り
に
思
う
こ
と
と

し
て
「
長
い
歴
史
と
伝
統
」
を
あ
げ
た
者
の
割
合

は
、
平
成
一
四
年
（
三
七
'
-
=
%
)
、
平
成
一
六
年

（
三
九
・
七
％
）
、
平
成
一
七
年
（
三
九
，
九
％
）
、

平
成
一
八
年
（
四
二
•
四
％
）
、
平
成
一
九
年
（
四

―
―
―
'
六
％
）
と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
一
九
年
の
調
資
に
お
い
て
、
日
本
の

国
や
国
民
に
つ
い
て
誇
り
に
思
う
こ
と
と
し
て
二
番

目
に
回
答
が
多
か
っ
た
も
の
は
「
す
ぐ
れ
た
文
化
や

芸
術
」
（
四
一
・
八
％
）
で
あ
り
、
以
下
、
「
美
し
い

自
然
」
（
三
六
．
宜
％
）
、
「
国
民
の
勤
勉
さ
、
オ
能
」

三
九
・
八
％
）
、
「
治
安
の
よ
さ
」
（
二
四
．

0
％
)

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
や
文
化
に
対
す
る
社
会
意
識
が
高
い
反
面
、

現
実
に
は
地
域
や
人
び
と
の
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
た

文
化
財
が
、
そ
の
存
在
を
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
価
値

を
見
い
だ
さ
れ
な
い
ま
ま
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
例
え
ば
、
地
方
都
市
お
よ
び
都
心
の
双

方
に
お
い
て
、
歴
史
的
建
造
物
が
数
年
間
で
約
一

0
％
も
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

，
九
州
大
学
の
西
山
徳
明
教
授
は
、
地
域
に
潜
在
す

る
未
指
定
文
化
財
よ
り
も
、
さ
ら
に
広
範
囲
に
埋
も

日
本
の
多
く
の
地
域
で
少
子
化
の
影
警
に
よ
っ
て

定
住
人
口
の
減
少
が
生
じ
始
め
て
お
り
、
地
域
再
生

を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
活
性
化
l

が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
住

人
口
の
減
少
化
と
高
齢
化
が
顕
著
に
な
る
た
め
に
、

今
後
は
交
流
・
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
「
地
域
経
営

の
基
本
」
に
な
汀
ま
す
。

文
化
財
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
，
9
|

テ
ィ
の
核
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
文
化
財
や
歴
史
、
伝
統
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
魅
力
の
増
大
と
活
力
の

向
上
に
寄
与
し
ま
す
（
）
欧
米
の
諸
都
市
で
は
、
文
化

財
保
護
と
ま
ち
づ
く
り
が
密
接
な
か
か
わ
り
を
保
ち

な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
増
大
と
活
力
向
上
に
役
立
て

蒋
笠
心
忍
ぷ
勺

れ
る
文
化
遺
産
を
「
文
化
財
未
満
の
文
化
遺
産
」
と

名
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
土
に
埋
も
れ
て
価
値

が
顕
在
化
し
て
い
な
い
埋
蔵
文
化
財
と
同
様
に
、
価

値
が
類
在
化
し
な
い
ま
ま
に
無
為
に
失
わ
れ
て
い
く

文
化
遺
産
に
つ
い
て
も
、
文
化
財
保
護
法
の
理
念
に

基
づ
く
広
義
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い

る
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
未
滴
の
文
化
遣
産

に
つ
い
て
も
、
歴
史
的
関
連
性
や
地
域
的
関
連
性
に

基
づ
い
て
一
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

潜
在
す
る
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
適
切
な

保
護
・
活
用
を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

今
年
宜
月
に
文
部
科
学
省
（
文
化
庁
）
、
農
林
水
産

省
、
国
土
交
通
省
の
共
管
に
よ
る
「
歴
史
ま
ち
づ
く

り
法
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
歴
史
的

風
致
の
維
持
お
よ
び
向
上
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
歴
史
的
風
致
が
急
速
に
失
わ

れ
て
お
り
、
文
化
財
行
政
と
ま
ち
づ
く
り
行
政
が
連

携
し
て
歴
史
的
風
致
を
後
世
に
継
承
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
国
が
支
援
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
国
の
支
援
を
受
け

る
た
め
に
は
、
市
町
村
は
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
」
を
策
定
し
て
国
に
よ
る
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
、
「
歴
史
文
化
基
本
構

想
l

が
あ
ら
か
じ
め
策
定
さ
れ
て
い
る
と
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
囲
」
を
策
定

化
基

の
期
待

文
化
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

謳

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
こ
れ
ら
の

二
つ
の
重
要
な
課
題
が
ば
ら
ば
ら
に
推
進
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
行
政
に
お
い
て
も
、
文
化
財
保
護
部
局
と

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
局
の
あ
い
だ
に
お
け
る
連
携
協

力
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
地
域
住
民
や
企
業
を

巻
き
込
ん
で
の
活
発
な
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
が
推

進
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
化
庁
は
、
す
で
に
個
．
々
の
文
化
財
を
保
護
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
文
化
財
を
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

背
景
と
し
て
、
一
定
の
テ
ー
マ
の
下
に
周
辺
の
環
境

ま
で
含
め
て
総
合
的
に
と
ら
え
、
新
た
な
価
値
を
見

い
だ
す
と
と
も
に
、
適
切
に
保
存
，
活
用
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
に
基
づ
い
て
、
「
文
化
財
の
総
合
的

な
把
握
」
の
必
要
性
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
調
査
会
で
は
、
「
文
化
財
の
総
合
的

な
把
揚
]
を
前
提
に
し
て
、
市
町
村
に
よ
る
一
歴
史

文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
を
提
言
し
ま
し
た
。
歴
史

文
化
基
本
構
想
と
は
、
「
地
域
の
文
化
財
を
そ
の
周

辺
環
境
も
含
め
総
合
的
に
保
存
。
活
用
し
て
い
く
た

め
の
基
本
構
想
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

歴
史
文
化
基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
文
化

財
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
環
境
も
含
め
た
構
想
に

な
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
に
関
す
る
保
護
施
策
と
ま

ち
づ
く
り
施
策
が
体
系
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
c

つ
ま
り
、
こ
の
構
想
に
基
づ
く
取
り

組
み
で
は
、
文
化
財
を
核
と
し
て
、
地
域
全
体
を
歴

史
・
文
化
の
観
点
か
ら
と
ら
え
、
各
種
施
策
を
統
合

し
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

国
に
よ
っ
て
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の

認
定
が
な
さ
れ
る
と
、
屈
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ

く
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
措
置
や
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
市
町
村
は
「
歴
史

文
化
差
本
構
想
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
の
有
効
活
用
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
や
文
化
遺
産
を
活
用
し
て
積
極
的
に
地
域

再
生
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
際
に
「
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
や
「
胚
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
が

強
力
な
後
ろ
盾
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
行
政
に
お
け
る
文
化
財
保
設
部
局
と
ま
ち

づ
く
り
担
当
部
局
の
間
に
お
け
る
連
携
協
力
だ
け
で

な
く
、
民
産
官
学
の
効
果
的
な
協
働
が
不
可
欠
に
な

り
ま
す
。

指
定
文
化
財
だ
け
で
な
く
、
文
化
財
未
満
の
文
化

遺
産
を
含
め
て
、
民
産
官
学
の
効
果
的
な
協
働
に

よ
っ
て
、
地
域
の
文
化
財
（
文
化
遺
産
）
の
総
合
的

把
握
に
努
め
、
そ
れ
ら
を
無
為
な
消
失
や
変
質
か
ら

守
り
な
が
ら
、
な
お
か
つ
地
域
の
魅
力
の
増
大
と
活

カ
の
向
上
に
役
立
て
て
い
く
と
い
う
「
文
化
遺
産
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
こ
そ
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
「
歴
史

文
化
基
本
構
想
」
や
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
日
本
の
市
町
村
が
「
文
化
遺
産

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
体
制
の
確
立
に
向
け
て
積
極
的
に

尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
（
こ
の
策
定
を
支
援
す
る

た
め
、
文
化
庁
は
、
平
成
二

0
年
度
か
ら
「
文
化
財

総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
。
詳
細
は
二
二

ペ
ー
ジ
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
文
化
審
議
会
文
化
財

分
科
会
企
画
調
査
会
（
平
成
一
八
，
一
九
年
度
）
の

審
議
に
お
い
て
、
都
市
計
圃
や
景
観
等
の
行
政
分
野

に
比
し
て
遅
れ
が
ち
な
文
化
財
保
談
行
政
の
地
方
分

権
、
と
く
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
分
権
化
と
い
う
こ

と
が
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来

の
国
指
定
・
選
定
等
の
文
化
財
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
市
区
町
村
が
市
民
と
共
有
し
う
る
独
自
の
視
点

に
基
づ
い
て
他
域
に
顕
在
・
潜
在
す
る
文
化
財
を
総

合
的
に
把
握
し
、
そ
の
保
存
・
保
全
と
活
用
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
の
歴
史
文
化
に
関
す
る
基
本
方
針

（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
固
有
に
策
定
す
る
こ
と
を

ら
し
を
見
守
り
続
け
て
き
た
巨
木
や
老
木
、
風
景
に

と
け
込
む
古
い
民
家
、
そ
し
て
毎
年
当
た
り
前
の
よ

う
に
執
り
行
わ
れ
て
き
た
祭
事
や
行
事
、
伝
説
や
一
言

い
伝
え
、
地
名
や
方
言
な
ど
も
、
こ
れ
か
ら
の
市
民

の
暮
ら
し
を
よ
り
農
か
に
し
、
地
域
固
有
の
魅
力
を

継
承
、
創
出
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
ま
ち
づ
く
り

資
源
と
考
え
て
い
ま
す
。
す
で
に
詔
知
さ
れ
指
定
さ

れ
て
い
る
文
化
財
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
従
来
は
価

値
づ
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
身
近
で
大
切
な
伝

え
て
い
き
た
い
モ
ノ
や
コ
ト
を
、
「
文
化
遣
産
」
と

呼
ん
で
広
く
と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
無
為
な
消
失
や
変

質
か
ら
ま
も
り
な
が
ら
生
か
し
使
い
こ
な
す
（
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
）
こ
と
、
す
な
わ
ち
文
化
遺
産
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
こ
そ
が
太
宰
府
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
は
ま
ず
、
こ
う
し
た
地

域
に
潜
在
す
る
未
指
定
文
化
財
よ
り
さ
ら
に
広
範
囲

な
文
化
財
未
溝
の
文
化
遣
産
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

か
つ
て
は
首
都
圏
も
含
む
全
国
の
都
市
や
地
域
に

畿
富
に
潜
在
し
て
い
た
こ
の
文
化
財
未
滴
の
文
化
遣

産
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
高
度
経
済
成
長
か
ら

バ
ブ
ル
期
に
お
い
て
、
都
市
更
新
の
た
め
積
極
的
に

破
壊
さ
れ
激
減
し
ま
し
た
。
や
っ
と
破
壊
か
ら
免
れ

た
も
の
も
、
近
年
で
は
相
続
の
困
難
さ
か
ら
や
手
入

れ
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
危
険
家
屋
と
な
っ
て
取
り
壊

さ
れ
る
な
ど
し
て
、
急
速
な
勢
い
で
滅
失
し
て
い
ま

歴
史
文
化
基
本
構
想
の
発
想

国
と
し
て
支
援
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
言
い
換

え
れ
ば
こ
の
構
想
は
、
地
域
が
大
切
だ
と
思
う
も
の

を
自
分
た
ち
の
歴
史
や
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ

て
惜
し
み
な
く
拾
い
上
げ
、
自
分
た
ち
で
実
行
で
き

る
ル
ー
ル
や
手
法
に
よ
っ
て
保
存
＂
保
全
し
利
用
す

る
こ
と
で
将
来
世
代
に
手
渡
し
て
い
こ
う
と
す
る
発

想
と
言
え
、
「
構
想
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
意
思
を
自

治
体
と
し
て
宣
＝
言
す
る
響
約
書
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ

を
官
民
協
働
に
よ
っ
て
遂
行
す
る
こ
と
を
市
民
と
約

束
す
る
契
約
書
と
も
言
え
ま
す
。

こ
の
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
先

行
事
例
の
一
っ
と
し
て
本
稿
で
以
下
に
報
告
す
る

「
太
宰
府
市
文
化
財
保
存
活
用
計
画

1
文
化
遺
産
か

ら
は
じ
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
太
宰
府
市
が
四
年

の
歳
月
を
か
け
平
成
一
七
年
に
策
定
し
た
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
歴
史
文
化
基
本
構
想
を
策
定
す
る
自
治
体

の
み
な
ら
ず
、
＇
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維

す。
こ
う
し
た
地
域
空
間
や
市
民
生
活
に
埋
も
れ
て
い

て
価
値
が
顕
在
化
し
な
い
ま
ま
無
為
に
失
わ
れ
て
い

く
文
化
遺
産
は
、
土
に
埋
も
れ
て
い
て
価
値
が
顕
在

化
し
て
い
な
い
「
埋
蔵
文
化
財
」
同
様
に
、
文
化
財
保

護
法
の
理
念
に
基
づ
く
広
義
の
文
化
財
と
し
て
の
価

値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。
同
法
の
改
正
で

導
入
さ
れ
た
各
種
文
化
財
登
録
制
度
や
文
化
的
景
観

制
度
は
警
実
に
文
化
財
保
護
の
裾
野
を
広
げ
て
は
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
上
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
保

護
施
策
の
広
が
り
を
待
っ
だ
け
で
は
、
全
国
諸
都
市
。

地
域
が
、
こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
文
化
遺
産
の
大
半

を
一
〇
ー
ニ

0
年
で
失
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

太
宰
府
市
で
は
、
こ
う
し
た
文
化
財
未
満
の
文
化

遺
産
は
、
従
来
の
文
化
財
保
護
の
概
念
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
絶
対
評
価
型
の
発
想
に
よ
っ
て
そ
の
価
値

を
顕
在
化
さ
せ
、
登
録
し
、
市
民
あ
る
い
は
国
民
の

生
活
文
化
の
向
上
に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
従
来
の
文
化
財
指
定

等
の
よ
う
に
高
度
な
学
術
調
査
に
基
づ
く
相
対
評
価

に
よ
っ
て
優
れ
た
も
の
か
ら
順
に
選
ん
で
い
く
優
品

主
義
で
は
な
く
、
誰
に
も
わ
か
る
絶
対
評
価
、
例
え

ば
「
生
ま
れ
て
五

0
年
以
上
が
経
過
し
、
真
正
性
II

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
が
説
明
で
き
、
保
護
し
よ
う

と
す
る
主
体
が
明
確
な
も
の
」
と
い
っ
た
一
定
の
基

絶
対
評
価
に
よ
る
文
化
遺
産
の
発
掘

録
・
活
用

持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
」
（
通
称
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
）
の
適
用
を
考
え
て
、
同
法
に
基
づ
く

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
の
作
成
を
目
指
す

自
治
体
に
と
っ
て
も
、
市
町
村
に
よ
る
文
化
財
の
総

合
的
な
把
握
の
取
組
の
参
考
事
例
と
し
て
役
に
立
つ

も
の
と
考
え
ま
す
。

太
宰
府
市
に
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
畿
重
に
も

重
な
る
歴
史
が
脈
々
と
息
づ
い
て
お
り
、
こ
の
市
域

全
域
を
「
ま
る
ご
と
博
物
鯨
」
と
み
な
し
、
住
む
人
、

訪
れ
る
入
、
双
方
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
の
中
心
と
な

る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
指
定
等
の
文
化
財
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
現

代
の
都
市
空
間
や
市
民
生
活
の
中
に
散
在
す
る
手
入

れ
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
祠
や
石
碑
、
人
々
の
暮

準
を
満
た
す
も
の
を
悉
皆
的
に
拾
い
上
げ
る
こ
と
と

し
、
そ
れ
ら
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
デ
ー
タ

シ
ー
ト
に
よ
り
管
理
す
る
と
い
う
方
法
で
す
C

も
ち

ろ
ん
こ
の
中
の
経
年
性
や
真
正
性
に
つ
い
て
は
科
学

的
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
文
化
遺
産
の
説

明
の
枠
組
み
を
用
意
し
ま
し
た
。
太
宰
府
市
で
は
、

市
民
や
地
域
あ
る
い
は
太
宰
府
市
行
政
が
、
次
世
代

に
伝
え
る
た
め
に
説
明
し
た
い
と
考
え
る
物
語
（
ス

ト
ー
リ
ー
）
と
、
そ
の
ス
ト
1
'
リ
ー
の
シ
ナ
リ
オ
に

沿
っ
た
個
々
の
「
文
化
遺
産
」
の
集
ま
り
（
証
拠

群
）
を
「
太
宰
府
市
民
遺
産
」
（
歴
史
文
化
基
本
構

想
に
お
け
る
「
関
連
文
化
財
群
」
に
相
当
）
と
呼

び
、
「
太
宰
府
に
あ
る
伝
え
た
い
物
語
と
そ
の
証
拠

（
群
）
．
」
と
定
義
し
て
リ
ス
ト
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
る
「
太
宰
府
市
民
遣
産
」

と
は
、
現
代
を
生
き
る
市
民
に
と
っ
て
の
価
値
を
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
訪
れ
た
客
や

友
人
に
ま
ち
の
紹
介
や
自
慢
を
す
る
と
き
に
口
を
つ

い
て
出
て
く
る
よ
う
に
、
ま
た
行
政
や
民
聞
事
業
者

に
よ
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
検
討
時
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
、

誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
記
述
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

計
画
策
定
時
に
は
、
こ
の
太
宰
府
市
民
遺
産
リ
ス

ト
の
試
行
版
と
し
て
「
古
代
大
宰
府
の
風
景
と
遺
跡

群
」
「
入
と
遣
跡
の
共
存
史
」
「
菅
原
道
真
と
太
宰

文
化
財
未
満
の
文
化
遺
産
へ
の
視
線

九
州
大
学
大
学
院
教
授

西
山
徳
明

し
よ
る

取
紺
「
文
化
遺
産
か
ら
は
じ
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
よ
り

化
財

合

な

17げ文化庁月報 2008.9 2008.9 文化庁月報,.,16 



：岱印心譴澤窯辱認溢函謳翌＝―並躊露謬翠蕊煕謬繹噂琴玄磁盛疇声謳誼9諺属翠翌心翠唸翠ふ嘔芯認翌蕊一ゞぷ睾睾睾芦疇疇繹零掌翠羹皐0

府
」
「
名
物
『
梅
ヶ
枝
餅
』
」
「
霊
峰
宝
満
山
」
「
坂
本

の
集
落
景
観
」
「
戦
乱
の
歴
史
と
山
城
群
跡
」
「
中
世

寺
院
群
跡
と
開
発
の
痕
跡
」
「
太
宰
府
天
滴
宮
の
門

前
」
と
い
っ
た
市
民
遺
窟
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
市
民
遣
産
リ
ス
ト
は
、

単
に
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
C

第
一
義
は
、
そ
の
存
在
と
価
値
を
顕
在
化
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
九
九
％
が
記
録
保
存
に
終
わ
っ
て
い

る
埋
蔵
文
化
財
よ
り
蓬
か
に
高
い
割
合
が
破
壊
を
免

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
仮
に
や
む
を
得
ず

失
う
場
合
も
、
移
転
や
記
録
保
存
さ
れ
る
こ
と
で
将

来
へ
の
貴
重
な
資
料
を
体
系
的
に
残
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
。
す
で
に
あ
る
埋
蔵
文
化
財
と
い

う
す
ぐ
れ
た
保
護
手
法
を
、
こ
の
よ
う
に
地
上
空
間

や
生
活
空
間
の
中
に
ま
で
応
用
し
、
潜
在
す
る
文
化

遣
産
に
価
値
を
見
出
す
と
い
う
提
案
で
す
。

文
化
財
保
護
行
政
が
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
生
か

し
、
新
た
な
視
点
か
ら
こ
ら
し
た
文
化
遺
産
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
整
備
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
九
ら
は
安
心
し
て
利
用
で
き
る
地
域
資
瀕
の
基
礎

資
料
と
な
り
、
都
市
計
固
法
や
景
銀
法
、
そ
し
て
歴

史
ま
ち
づ
く
り
法
の
運
尉
の
中
に
お
い
て
も
、
そ
れ

ら
の
保
存
や
保
全
、
活
用
が
実
践
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
十
分
に
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
包
括
す
る
「
太

宰
府
市
民
遺
産
」
は
、
従
来
の
文
化
財
の
六
カ
テ
ゴ

繁
理
し
ま
す
。
認
定
後
は
、
①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
次

の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
太
宰
府
市
民

遣
産
は
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
「
太
宰
府
市

民
遣
産
リ
ス
ト
」
と
個
々
の
太
宰
府
市
民
遣
産
の
内

容
説
明
と
管
理
台
帳
を
兼
ね
る
「
太
宰
府
市
民
遺
産

カ
ル
テ
」
と
し
て
広
く
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
ま

た
無
為
な
消
失
や
変
質
か
ら
太
宰
府
市
民
遺
産
を
守

る
た
め
、
証
拠
と
な
る
文
化
遺
産
の
消
失
や
変
質
の

危
機
に
対
し
て
届
出
制
度
を
設
け
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
太
宰
府
市
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
だ
す
べ
て
が
実
現
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計

画
の
委
任
条
例
と
連
動
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

条
例
を
策
定
す
る
こ
と
で
動
き
出
す
予
定
で
す
。

太
宰
府
市
の
よ
う
な
歴
史
文
化
を
大
切
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
意
欲
を
示
す
自
治
体
が
現
れ
る
こ
と
を

前
提
に
、
こ
の
自
治
体
と
市
民
の
契
約
内
容
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
、
国
が
後
押
し
す
る
仕
組
み
を
法
律
で

定
め
た
も
の
が
、
こ
の
春
、
国
交
省
・
農
水
省
、
文

化
庁
の
共
管
で
制
定
さ
れ
た
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
地
域

の
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
の
た
め
に
必
要
と
な
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
律
上
の
特
例
措
置
の
適
用
や
、
歴
史

的
環
境
形
成
総
合
支
援
事
業
（
新
設
）
や
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
助
成
事
業
の
導
入
に
先
立
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
基

歴
史
文
化
基
本
構
想
と
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法

市
民
遺
産
の
構
成
要
素

リ
ー
の
組
合
せ
で
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

ま
っ
た
く
新
た
に
、
「
空
間
遺
産
」
と
「
生
活
遣
産
」

と
い
う
概
念
を
設
定
し
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
、
把

握
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
指
定
や
選
定

等
の
文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
の
文
化
財
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
説
明
で
き
る
要
素
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を

属
性
デ
ー
タ
の
一
っ
と
し
て
整
理
し
、
文
化
財
保
護

行
政
と
連
携
し
て
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
「
空
間
遣
産
」
は
、
不
動
産
的
な
性
格
を
持

つ
遺
産
で
あ
り
、
道
路
の
道
す
じ
や
河
川
の
流
路
、

地
割
な
ど
と
い
っ
た
空
間
を
規
定
す
る
「
空
間
要

素
」
と
、
そ
の
「
空
間
要
素
」
の
存
在
を
可
視
的
に

証
拠
づ
け
、
地
域
の
景
観
形
成
に
寄
与
す
る
建
築
物

や
工
作
物
、
樹
木
な
ど
の
「
景
観
要
素
」
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
他
方
「
生
活
遺
産
」
は
、
動
産

的
な
性
格
を
持
つ
遥
産
で
あ
り
、
美
術
＇
工
芸
品
や

文
書
、
絵
図
な
ど
に
着
目
し
た
「
有
形
要
素
」
と
、

祭
事
や
慣
習
、
古
く
か
ら
の
地
名
な
ど
に
着
目
し
た

「
無
形
要
素
」
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
個
々
の
「
太
宰
府
市
民
遣
産
」
に
は
、
必
ず

し
も
●
空
間
遺
産
」
「
生
活
遣
産
」
の
各
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
各
々
の
性
格
に
よ
っ
て

遺
産
要
素
の
構
成
は
大
き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
遺

産
要
素
の
分
布
も
、
面
的
に
広
が
り
を
見
せ
る
「
太

宰
府
市
民
遺
産
」
も
あ
れ
ば
、
線
状
に
展
開
す
る
も

の
も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
特
定
画
家
の
作
品

群
の
よ
う
に
、
有
形
動
産
遺
産
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
タ
の

よ
う
な
形
態
を
持
つ
も
の
も
あ
り
え
ま
す
。
さ
ら
に

本
方
針
と
し
て
の
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
囲
」

を
市
町
村
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
わ
か
り
の
よ
う
に
そ
の
役
割
は
歴
史

文
化
基
本
楕
想
と
酷
似
し
た
も
の
で
す
。
お
そ
ら

く
、
文
化
庁
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
択
さ
れ
る
自
治
体

の
歴
史
文
化
基
本
構
想
は
、
そ
の
ま
ま
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
と
し
て
も
機
能
す
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
筆
者
が
強
調
し
た
い
の
は
、
歴

史
文
化
基
本
構
想
を
、
こ
の
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
の
役
割
の
み
に
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
述
し
た
太
宰
府
市
の
内

容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
r

．
そ
の
保
存
＇
活
用
の
対

象
は
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
と
は
異
な
り
、
「
国
指
定
、

選
定
文
化
財
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
風
致
」
に
限
定

せ
ず
、
民
俗
文
化
財
や
美
術
工
芸
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
場
所
や
空
間
を
特
定
し
な
い
無
形
や
有
形
動
産
の

み
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
化
財
群
も
含
む
、
包
括
的
か

つ
地
域
の
文
化
財
（
文
化
遺
産
）
の
実
情
を
直
視
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
歴
史
文
化
基

本
構
想
も
こ
れ
に
準
じ
た
懐
の
広
さ
を
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
都
市
計
両
法
や
景
観
法

は
こ
れ
ま
で
地
方
分
権
を
先
導
し
て
き
ま
し
た
が
、

一
方
で
は
、
規
制
を
主
な
手
段
と
す
る
た
め
、
魅
力

的
な
地
域
を
形
成
す
る
制
度
と
し
て
は
有
効
に
活
用

さ
れ
難
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
歴

史
ま
ち
づ
く
り
法
は
、
地
域
の
空
間
や
景
観
の
在
り

方
に
一
つ
の
指
針
（
動
襲
づ
け
）
を
も
た
せ
、
そ
れ

市
民
遺
産
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
あ
る
―
つ
の
遺
産
要
素
が
ま
た
が
っ
て
複
数
の

「
太
宰
府
市
民
遺
産
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る

要
素
と
な
る
場
合
も
十
分
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
要
素
を
排
他
的
に
取
り
合
う
こ
と
を
せ
ず
、
地

域
を
語
る
上
で
必
要
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
屈
託
な
く
取

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
用
意
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
市
民
遺
産
お
よ
び
文
化
遺
産
に
対
す
る

具
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず

①
活
動
団
体
等
の
登
録
を
掲
げ
、
太
宰
府
市
民
遺
産

の
認
定
申
請
を
考
え
る
複
数
の
有
志
が
活
動
団
体
と

な
り
事
前
あ
る
い
は
同
時
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
ま
す
。
続
く
、
②
太
宰
府
市
民
遺
産
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
審
議
機
関
「
太
宰
府
市
民
選
産

会
議
（
仮
称
）
」
が
太
宰
府
市
民
遺
産
に
相
応
し
い

と
判
断
し
た
う
え
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
の

テ
ー
マ
性
や
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
さ

れ
る
文
化
遣
産
の
性
格
な
ど
総
合
的
な
適
正
を
判
断

し
て
認
定
し
ま
す
。
そ
し
て
③
認
定
さ
れ
た
太
宰
府

市
民
遺
産
に
対
し
て
「
育
成
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ

ま
す
e

こ
の
育
成
プ
ラ
ン
は
、
市
民
や
民
閏
事
業
者

等
と
市
と
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
で
継
続
的
な
市

民
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
計
酉
と
し
て
策
定
し
、

公
開
し
ま
す
。
内
容
は
、
誰
も
が
理
解
し
や
す
く
作

成
し
や
す
い
記
述
に
努
め
、
太
宰
府
市
民
遺
産
ご
と

に
あ
る
程
度
の
統
一
を
図
る
た
め
、
保
存
整
備
、
環

境
整
備
、
シ
ス
テ
ム
整
備
と
い
う
一
二
つ
の
視
点
か
ら

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
意
欲
的
な
法

律
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
誤

解
を
お
そ
れ
ず
に
言
え
ば
、
こ
の
法
律
は
、
あ
く
ま

で
も
都
市
空
間
や
地
域
空
間
を
不
動
産
で
あ
る
施
殷

や
景
観
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て

い
る
た
め
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
が
本
来
目
指
し
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
市
民
や
地
域
住
民
の
生
活
に
寄
り

添
っ
て
当
た
り
前
に
存
在
し
て
い
る
歴
史
文
化
の
所

産
を
総
合
的
、
包
括
的
に
保
存
・
活
用
し
よ
う
と
す

る
視
点
か
ら
み
る
と
、
不
足
す
る
部
分
が
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
は
，
あ

く
ま
で
も
歴
史
文
化
基
本
構
想
を
実
現
す
る
手
段
の

―
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

構
想
を
提
案
し
た
先
述
の
企
画
鯛
査
会
に
お
い
て

も
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
は
、
市
町
村
が
自
立
し
た
文

化
財
保
護
を
展
開
す
る
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

本
来
的
に
は
、
文
化
財
保
設
法
の
中
に
規
定
さ
れ
る

べ
き
内
容
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
歴
史
文
化

基
本
構
想
を
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
役
割
に

終
わ
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
ゆ
え
ん
で
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
歴
史
文
化
基
本
構

想
（
的
な
も
の
）
が
、
将
来
の
日
本
の
自
治
体
や
地

域
、
そ
し
て
日
本
の
文
化
財
保
護
の
地
方
分
権
に

と
っ
て
真
に
必
要
な
も
の
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
モ

デ
ル
事
業
の
成
功
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ

て
よ
く
、
先
導
す
る
自
治
体
が
す
ぐ
れ
た
先
例
を
示

し
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
他
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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；零；］を

文
化
財
に
関
す
る
調
査
の
実
施

各
市
町
村
に
お
い
て
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を

策
定
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
文
化
財
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
存
在
と
そ
の

価
値
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
は
、

で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
文
化
財
類
型
に
関
す
る
調
査

を
実
施
し
、
各
地
域
に
受
け
継
が
れ
た
歴
史
を
検
証

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
）
ま
た
、
自
然
的
環
境
を

含
め
、
文
化
財
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

背
景
を
と
ら
え
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

策
定
委
員
会
等
の
設
置

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
は
「
地
域
の
文
化
財
を

そ
の
周
辺
環
境
も
含
め
総
合
的
に
保
存
・
活
用
し
て

い
く
た
め
の
基
本
構
想
」
（
「
文
化
審
譲
会
文
化
財
分

科
会
企
画
調
査
会
報
告
書
」
（
以
下
「
報
告
書
」
と

い
い
ま
す
）
の
定
義
）
で
す
か
ら
、
そ
の
策
定
に
当

①
テ
ー
マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
内
容
r

②
テ
ー
マ
や
ス

ト
ー
リ
ー
の
設
定
の
考
え
方
、
③
主
な
構
成
要
素
と

な
る
文
化
財
、
と
い
っ
た
事
項
を
示
す
こ
と
が
必
要

で
し
ょ
う
。

「
歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域
」

右
の
「
関
連
文
化
財
群
」
や
個
々
の
文
化
財
を
核

と
し
、
そ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
て
価
値
を
な
す
周
辺

の
環
境
を
含
め
て
、
文
化
的
な
空
間
を
創
出
す
る
た

め
の
計
画
区
域
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま

り
、
文
化
財
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
核
と
し
た
文
化

的
な
環
境
を
保
護
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
に
は
、
都
市
計
画
法
や
景
観
法
な
ど
に
基
づ
く
制

度
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
と
調
和
の
と
れ

た
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
記
賊
す
る
際
に
は
、

①
「
歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域
」
の
設
定
の
考
え

方
、
②
区
域
内
に
お
け
る
保
護
や
整
備
の
考
え
方
、

と
い
っ
た
事
項
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
の
体
制
整
備
の
方
針

文
化
財
を
周
辺
環
境
ま
で
含
め
て
保
護
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
社
会
と
の
連
携
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
た
め
、

・
地
域
住
民
や

N
P
O
法
人
、
企
業
な
ど
民
間
団
体

と
の
連
携
協
力
の
枠
組
み

・
地
域
の
文
化
財
を
保
護
し
て
い
く
た
め
の
人
材
育

成
方
策

・
民
俗
文
化
財
の
伝
承
者
や
支
持
層
の
育
成
方
策

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
手
続
き

じ｛
 

続
き
と

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
関
す
る
留
意
点

た
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
（
文
化
財
保
護
郎
局
）
と

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
局
な
ど
関
連
す
る
郭
局
が
連
提

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
「
歴
史
文
化

基
本
構
想
」
を
効
果
的
に
実
行
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
社
会
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
。
さ
ら
に
、

文
化
財
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
を
策
定
す

る
際
は
、
市
町
村
の
関
係
部
局
や
地
域
住
民
、
民
間

団
体
、
有
識
者
、
関
係
機
関
（
都
道
府
県
教
育
委
員

会
等
）
な
ど
で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
等
を
組
織
す

る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
市
町
村

教
育
委
員
会
に
地
方
文
比
財
保
飼
審
談
会
（
文
化
財

保
護
法
一
九

0
条
一
項
）
が
置
か
れ
て
い
る
と
き

は
、
っ
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

地
域
住
民
等
の
積
極
的
な
参
加

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
は
、
そ
の
性
質
上
、
地

域
社
会
と
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま

、
文
化
財
の
保
宥
の
た
め
必
要
と
な
る
原
材
料
や
用

具
の
確
保
方
策

と
い
っ
た
こ
と
も
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

「
総
論
」
そ
の
他

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
は
以
上
の
よ
う
な
内

容
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
総
論
と
し
て
、
地
域
の

多
様
な
文
化
財
と
そ
の
周
辺
の
環
境
を
保
護
し
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
資
料
と
し
て
、
文
化
財
の
一
覧
表

を
添
付
す
る
こ
と
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

各
市
町
村
に
お
い
て
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
＇

創
意
工
夫
が
な
さ
れ
た
実
効
性
の
あ
る
「
歴
史
文
化

基
本
構
想
」
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

他
の
計
画
等
と
の
整
合
性

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
は
、
市
町
村
が
定
め
る

「
そ
の
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政

の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
」
（
地
方
自
治
法

二
条
四
項
）
や
「
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
，
＿
（
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
（
都
市

計
画
法
一
八
条
の
二
）
、
景
観
行
政
団
体
が
定
め
る

景
観
計
画
（
景
観
法
八
条
一
項
）
な
ど
各
種
の
計
画

等
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
も
、
教
育
委
員
会
（
文
化
財
保
護

部
局
）
と
ま
ち
づ
く
り
担
当
部
局
な
ど
関
連
す
る
部

局
が
連
携
し
て
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま ／

 

文
化
財
部
伝
統
文
化
課
一

」

の

点

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
の
内
容

す
。
ま
た
、
文
化
財
を
保
存
・
活
用
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
住
民
や

N
P
O
法
入
、
企
業
な
ど
民
間

団
体
の
協
力
も
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
た
め
、
公
聴
会
や
説
明
会
の
実
施
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
等
に
よ
り
惰
報
公
開
や
意
見
聴
取
を

行
い
、
積
極
的
に
策
定
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
柄
史
文
化
基
本
構
想
」
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

定
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
の
状
況
等
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
報
告

魯
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
記
載
す
る
こ
と
が
提

言
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
関
連
文
化
財
群
」

有
形
・
無
形
、
指
定
・
未
指
定
を
問
わ
ず
、
地
域

に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
、
歴
史
的
、
地

域
的
関
連
性
等
に
基
づ
い
て
、
一
定
の
ま
と
ま
り
と

し
て
設
定
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
特
定
の
テ
ー

マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
で
関
連
性
の
あ
る
文
化
財
を

一
体
と
し
て
と
ら
え
、
魅
力
や
価
値
を
わ
か
り
や
す

く
示
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
語
る

重
要
な
資
産
と
し
て
、
総
合
的
に
保
存
・
活
用
し
て

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
記
載
す
る
際
に
は
、

す。定
期
的
な
評
価
と
見
直
し

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
は
、
そ
の
性
質
上
、
あ

る
程
度
の
期
聞
を
見
通
し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
構
想
に
甚
づ
い
て
文
化
財
の
保

存
・
活
用
が
着
実
に
図
ら
れ
、
当
初
の
計
画
が
達
成

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
り
、
文
化
財
が
新
た
に
見
い

だ
さ
れ
た
り
、
地
域
の
状
況
が
変
化
し
た
り
し
て
、

構
想
を
改
定
す
る
必
要
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

に
つ
い
て
は
定
期
的
に
達
成
度
を
評
価
し
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

見
直
し
の
体
制
等
は
、
策
定
の
場
合
に
準
じ
て
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
保
存
活
用
（
管
理
）
計
画
」
の
策
定

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
は
文
字
ど
お
り
「
基
本

構
想
」
で
す
か
ら
、
実
際
に
文
化
財
の
保
存
・
活
用

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
別
に
、
よ
り
詳
細
な

「
保
存
活
用
（
管
理
）
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
基
づ
く
「
保
存
活
用

（
管
理
）
計
画
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
「
関
連
文
化

財
群
」
や
「
歴
史
文
化
保
存
活
用
区
域
」
ご
と
に
、

保
存
・
管
理
の
方
針
や
整
備
・
活
用
の
方
針
、
体
制

整
備
の
方
針
、
具
体
的
な
事
業
計
画
な
ど
を
記
載
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

21合文化庁月報 2008.9 2008.9 文化庁月報品 20



「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及

び
向
上
に
関
す
る
法
律
」
（
愛
称
二
歴
史

ま
ち
づ
く
り
法
）

平

成

二

0年
五

月

二

三

日

に

、

歴

史

ま

ち

づ

く

り

法

が

法

律

第

四

0号
と

し

て

公

布

さ

れ

ま

し

た

（

施

行

に

つ

い

て

は

、

「

公

布

の

日

か

ら

起

算

し

て

六

月

「文化財総合的把握モデル事業」

（平成20年度予算 152百万円）

lwl-

市町村

「歴史文化基本構想」等の策定

歴史文化基本構想等策定委員会

（市町村教委、市町村関係部局、l
し＿＿口 ごこーニニ」

L 地域住民 l 
スケジュール（最長3年度間）

平成20年度 平成 21年度 平成22年度 (21年度で終了してもよい）

ロニ— --：ニニニ＝

讐

□

結果を 1 , 

フィード
バック

ロV 

「
文
化
財
総
合
的
把
握
モ
デ
ル
事
業
」

文
化
財
部
伝
統
文
化
課

9,',~ 

市

町

村

に

よ

る

「

歴

史

文

化

基

本

構

想

」

の

策

定

に

関

す

る

国

の

支

援

策

と

し

て

は

、

次

の

よ

う

な

も

の

が

あ

げ

ら

札

ま

す

。

。

「

文

化

財

総

合

的

把

握

モ

デ

ル

事

業

」

（

文

化

庁

平

成

二

0年
度

新

規

事

槃

）

・

「

地

域

に

お

け

る

屁

史

的

風

致

の

維

持

及

び

向

上

に

関

す

る

法

律

」

。

文

化

財

に

関

す

る

補

助

金

、

ま

ち

づ

く

り

に

関

す

る

補

助

金

等

こ

れ

ら

の

関

係

を

示

す

と

、

下

図

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

文

化

庁

で

は

、

「

文

化

審

議

会

文

化

財

分

科

会

企

画

調

査

会

報

告

書

」

の

提

言

を

踏

ま

え

、

各

市

町

村

に

お

い

て

「

歴

史

文

化

基

本

構

想

」

と

「

保

存

活

朋

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
関
す
る
支
援
策

一

化
基

を

超

え

な

い

能

囲

内

に

お

い

て

政

令

で

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

」

（

附

則

一

条

）

と

さ

れ

て

い

ま

す

）

。

こ

の

法

律

は

、

文

部

科

学

省

（

文

化

庁

）

、

農

林

水

産

省

、

国

土

交

通

省

の

共

管

で

、

「

歴

史

的

風

致

」

（

「

地

域

に

お

け

る

そ

の

固

有

の

歴

史

及

び

伝

統

を

反

映

し

た

人

々

の

活

動

と

そ

の

活

動

が

行

わ

れ

る

歴

史

上

価

値

の

高

い

建

造

物

及

び

そ

の

周

辺

の

市

街

地

と

が

一

体

と

な

っ

て

形

成

し

て

き

た

良

好

な

市

街

地

の

環

境

」

（

一

条

）

と

定

義

さ

れ

て

い

ま

す

）

の

維

持

お

よ

び

向

上

を

図

る

た

め

に

制

定

さ

れ

た

も

の

で

す

。

法

律

の

主

な

内

容

と

し

て

は

、

•
国
に
よ
る
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
基
本
方
針
」

の

策

定

•
市
町
村
が
作
成
す
る
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画

」

の

国

に

よ

る

認

定

°

懃

定

を

受

け

た

「

歴

史

的

風

致

維

持

向

上

計

画

」

に

基

づ

く

特

別

の

措

置

。

「

歴

史

的

風

致

維

持

向

上

地

区

計

画

」

制

度

の

創

設

な

ど

と

な

っ

て

い

ま

す

。

歴

史

ま

ち

づ

く

り

法

で

は

、

市

町

村

が

作

成

す

る

「

歴

史

的

風

致

維

持

向

上

計

画

」

に

は

、

「

重

点

区

域

」

を

定

め

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

（

五

条

二

項

ニ

号

）

が

、

こ

の

「

重

点

区

域

」

は

、

・

重

要

文

化

財

、

重

要

有

形

民

俗

文

化

財

ま

た

は

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

と

し

て

指

定

さ

れ

た

建

造

物

の

用

に

供

さ

れ

る

土

地

の

区

域

お

よ

び

そ

の

周

辺

の

土

地

の

区

域

ま

た

は

•
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
土
地
の
区

域

お

よ

び

そ

の

周

辺

の

土

地

の

区

域

で

あ

る

こ

と

が

条

件

と

な

っ

て

い

ま

す

（

―

一

条

二

項

一

号

）

。

つ

ま

り

、

歴

史

ま

ち

づ

く

り

法

に

お

い

て

も

、

文

化

財

の

周

辺

に

お

け

る

取

組

と

い

、

う

こ

と

が

ポ

イ

ン

ト

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

r
「

歴

史

的

風

致

維

持

向

上

計

画

」

に

は

「

当

該

市

町

村

の

区

域

に

お

け

る

歴

史

的

風

致

の

維

持

及

び

向

上

に

関

す

る

方

針

」

（

五

条

二

項

一

号

）

を

記

載

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

の

で

、

「

歴

史

的

風

致

維

持

向

上

計

画

」

を

作

成

す

る

際

も

、

あ

ら

か

じ

め

「

歴

史

文

化

基

本

構

想

」

が

策

定

さ

れ

て

お

り

、

そ

れ

に

基

づ

い

て

「

歴

史

的

風

致

維

持

向

上

計

画

」

が

検

討

さ

れ

る

と

い

う

こ

と

が

望

ま

し

い

と

考

え

ら

れ
ま
す
。
~

こ

の

よ

う

に

し

て

市

町

村

が

「

歴

史

的

風

致

維

持

向

上

計

画

」

を

作

成

し

、

国

の

認

定

が

な

さ

れ

る

と

、

歴

史

ま

ち

づ

く

り

法

に

基

づ

く

さ

ま

ざ

ま

な

特

別

の

措

置

や

国

に

よ

る

支

援

が

受

け

ら

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

市

町

村

が

「

歴

史

文

化

基

本

構

想

」

に

基

づ

く

取

組

を

実

行

し

て

い

く

う

え

で

、

歴

史

ま

ち

づ

く

り

法

は

有

効

な

支

援

策

の

一

っ

と

な

る

こ

と

が

期

待

さ

れ

ま

す

。

想
」
の

璽

ー

定
I

I

I

I

I

I

J
 

管

理

計

画

」

（

以

下

「

「

歴

史

文

化

基

本

構

想

」

等

」

と

い

い

ま

す

）

が

策

定

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

よ

う

、

必

要

な

指

針

を

作

成

す

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。

こ

の

た

め

、

平

成

二

0年
度

よ

灯

三

年

度

間

の

予

定

で

、

「

文

化

財

総

合

的

把

摺

モ

デ

ル

事

業

」

（

平

成

二

0年
度

予

算

二

立

二

百

万

円

）

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

指

針

の

作

成

に

向

け

て

こ

複

数

の

市

町

村

に

対

し

実

際

に

「

胚

史

文

化

基

本

構

想

」

等

の

策

定

を

委

託

し

、

そ

の

方

向

性

や

課

題

を

明

ら

か

に

す

る

も

の

で

す

。

全

国

の

市

町

村

か

ら

五

八

件

の

事

業

計

回

書

の

提

案

（

う

ち

五

件

は

複

数

の

市

町

村

に

よ

る

共

同

提

案

）

が

あ

り

、

こ

の

中

か

ら

「

文

化

財

総

合

的

把

握

モ

デ

ル

事

業

」

選

定

委

員

会

の

意

見

を

聴

い

て

委

託

先

を

選

定

し

、

実

施

し

て

い

く

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。
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◆
長
官
対
談
◆

【
文
化
の
交
差
点
】
青
木
保
文
化
庁
長
官
対
談

桃
井
か
お
り
芦
瞑
．
塁
匿
督

【
長
官
コ
ラ
ム
青
杢
探
の
カ
フ
ェ
・
ア
オ
キ
】

な
ど

♦
特
集
◆

世
論
調
査
に
見
る
日
本
人
の
国
誦
力
と

言
葉
遣
い

【
文
化
庁
提
言
】

国
語
施
策
と
「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」

【
座
談
会
】

日
本
人
の
国
語
力
と
言
葉
遣
い

…
…
林
史
典
・
出
久
根
達
郎
・
井
田
由
美
・
匂
坂
克
久

【
概
要
】

平
成
一
九
年
度
面
匿
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果

◆
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス♦

全
国
民
俗
芸
能
大
会

文
化
財
保
護
強
調
週
間
＇

文
化
財
の
新
指
定
（
美
術
工
芸
品
関
係
—3
)

平
成
二

0
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の
決
定

圃
国
国
国

今
月
号
の
特
集
は
、
「
文
化
財
の
総
合
的
把
握
」

と
し
ま
し
た
。

「
文
化
財
を
総
合
的
に
把
握
す
る
」
な
ど
と

言
っ
て
も
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
せ
ん

が
、
一
っ
ひ
と
つ
の
文
化
財
を
き
ち
ん
と
保
存
・

活
用
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
関
連
す
る
文
化
財
を

一
定
の
テ
ー
マ
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
に
基
づ
き

「
線
」
で
つ
な
ぐ
と
い
っ
た
こ
と
や
、
・
周
辺
環
境

ま
で
含
め
て
「
面
」
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
っ
た

手
法
に
よ
り
、
一
層
効
果
的
に
保
護
し
て
い
く
取

組
と
言
を
る
で
し
ょ
う
。

L

文
化
財
は
地
域
の
人
々
と
と
も
に
存
在
し
ま

す
。
し
か
し
、
過
疎
化
や
、
逆
に
都
市
化
が
進
ん

だ
地
域
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も
の
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
貴
重
な
文
化
財
も

滅
失
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財

は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
で
あ
り
、
そ

れ
を
保
護
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
の
再
生
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
の
主
役
は
市
町
村
で

す
。
文
化
財
や
文
化
・
歴
史
を
核
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

で
知
恵
を
絞
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
栄
螺
）

美術館・博物館チケットプレゼント

今月号の展覧会等へのチケット

プレゼントは，

A 国立新美術館

「巨匠ピカソ」

B 国立国際美術館
「アジアとヨーロッパの肖像」

2組（ペア）

c 奈良文化財研究所飛鳥資料館
「まぽろしの暦代精華」 2組（ペア）

D 東京国立博物館
「大琳派展」 2組（ベア）

です。ご希望の方はアンケートハガ

キのチケット応募欄に必要事項を

ご記入のうえ，9月24日（水）まで
にご投函ください（当日消印有効）。

＊チケット発送をもって当選発表にかえさせ
ていただきます。

2組（ペア）

♦
連
載
◆

【
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
館
・
博
物
館
事
業
レ
ポ
ー
ト
】

岐
阜
市
歴
史
博
物
館

【
芸
術
文
化
の
風
】

路
地
裏
の
映
画
保
存

【
著
作
権
Q
&
A
『
著
作
権
な
る
ほ
ど
質
問
箱
』
か
ら
】

市
民
活
動
と
著
作
権
①

【
暮
ら
し
の
中
の
言
葉
】

白
書
の
文
の
特
徴
を
調
べ
る

【
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
伝
建
匿
罷
】

伝
統
と
文
化
が
息
づ
く
但
馬
の
小
京
都
出
石
（
兵
應
器
冥
岡
市
）

【
世
界
遺
産
講
座
】

世
界
遺
産
の
条
件
|
顕
著
な
普
逼
的
値
饂
と
は

【
広
げ
よ
う
「
文
化
力
」
の
輪
！
】

霞
が
関
か
ら
文
化
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催
中
．

【
こ
ど
も
の
文
化
体
験
】

国

民

文

化

祭

い

よ

い

よ

茨

城

で

開

催

．

【
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
】

江
渕
榮
貫
・
表
具
用
手
漉
和
紙
（
補
修
紙
）
製
作

【
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
】

伎
楽
面

【
祭
り
歳
時
記
伝
登
妾
ぇ
る
人
々
】

養
父
の
ネ
ッ
テ
イ
相
撲

【
文
化
交
流
使
の
活
動
報
告
】

桂
か
い
枝
・
薔
阻
家

【
新
進
芸
術
家
在
外
、
本
険
談
】

野
村
萬
斎
・
狂
言
帥
／
世
田
谷
バ
プ
リ
ッ
ク
シ
ア
ク
ー
芸
術
監
督

文化庁月報 9月号（通巻480)

くお詫びと訂正＞ ・

本誌平成20年 8月号記事中に
以下の誤りがございましたので訂

正いたします。

●p25「芸術文化の風」
嘉藤笑子氏の肩書き

（誤） ANNディレクター
（正） AANデイレクター
ご本人をはじめ，読者の皆様
関係各位にはたいへんご迷惑をお

かけいたしました。深くお詫び申

し上げます。 ・
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